
斎
藤
茂
吉
・
中
村
憲
吉
の
米
別

　
　
　
　
　
　
一

　
斎
藤
茂
吉
の
来
別
に
関
し
て
は
、
す
で
に
「
別
府
市
誌
」
　
（
昭

和
六
十
年
判
）
第
ハ
章
「
訪
れ
た
文
人
墨
客
」
の
第
二
節
「
明
治

以
降
訪
れ
た
文
人
墨
客
」
の
項
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
者
の

大
塚
俊
英
氏
は
、
文
章
犯
携
わ
る
者
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
る
関

係
資
料
の
提
供
を
受
け
た
経
緯
を
明
確
に
し
、
記
述
も
簡
明
で
要

を
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
土
台
に
し
て
二
、
三
記
す
こ
と

に
七
た
い
。

　
　
　
　
　
二

　
茂
吉
は
第
一
歌
集
「
赤
光
」
　
（
大
正
二
年
刊
）
で
短
歌
に
近
代

的
な
自
我
を
盛
込
む
こ
｀
と
に
成
功
し
、
短
歌
製
作
者
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
た
。
第
二
歌
集
「
あ
ら
た
ま
」
　
（
大
正
十
年
刊
）
に

続
い
て
別
府
を
詠
ん
だ
二
首
を
収
録
し
て
い
る
の
が
、
第
三
歌
集

佐
　
藤
　
嘉
　
一

「
つ
ゆ
じ
も
」
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
大
正
七
年
か
ら
同
十
年
ま
で
の
作
六
百
九
十
七
首
を
収

め
る
。
平
明
な
な
か
に
気
持
の
感
じ
取
れ
る
作
が
あ
っ
て
、
「
赤

光
」
と
も
違
い
、
「
あ
ら
た
ま
」
と
も
ま
た
異
な
っ
た
世
界
を
詠

出
し
て
い
る
。
刊
行
は
逼
か
に
後
れ
て
昭
和
二
十
一
年
で
あ
る
が
、

そ
の
後
記
に
「
こ
の
歌
集
は
昭
和
十
五
年
の
夏
に
編
集
し
た
。
」

と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
を
「
日
記
三
」
　
（
全
集
第
三
十
一
巻
）
で

た
ど
る
と
、
昭
和
十
五
年
八
月
二
十
四
日
に
「
夜
ハ
長
崎
時
代
ノ

手
帳
ヲ
見
ル
」
と
出
て
い
る
。
以
後
数
日
間
に
わ
た
っ
て
同
様
の

記
述
が
み
え
、
こ
の
間
が
編
集
の
時
期
で
あ
る
。

　
日
記
に
「
手
帳
ヲ
見
ル
」
と
あ
る
「
手
帳
」
は
、
茂
吉
が
そ
の

折
々
に
克
明
に
記
入
し
た
も
の
で
、
全
部
で
六
十
五
冊
あ
り
、
す

べ
て
死
後
に
発
見
さ
れ
、
今
は
全
集
の
第
二
十
七
巻
、
ハ
巻
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
「
手
帳
」
は
記
さ
れ
た
時
期
の
明
瞭
で
な
い
も
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１

三
月
十
八
日
。
午
後
一
時
小
倉
発
、
午
後
四
時
四
十
二
分
別

府
着
、
別
府
／
に
は
大
正
八
年
夏
一
た
び
来
り
き
。
街
見
物

保
養
院
長
島
潟
博
士
訪
問
、
／
博
士
は
大
学
同
窓
也
。
大
分

共
進
会
を
見
る
。

　
こ
れ
は
大
正
十
年
の
こ
と
で
あ
り
、
二
十
年
後
の
昭
和
十
五
年

八
月
の
編
集
時
に
こ
れ
程
細
か
な
記
述
が
で
き
た
の
も
「
手
帳
」

が
あ
っ
た
か
ら
で
、
関
連
の
部
分
を
「
手
帳
四
」
　
（
全
集
第
二
十

七
巻
。
四
は
大
正
十
年
三
月
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
に
旅
立
つ
前
　
　
　
一

の
九
月
ま
で
の
こ
と
を
記
す
）
よ
り
抜
き
出
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
　
　
5
2

る
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

午
後
一
時
小
倉
発
／
午
後
四
時
二
十
五
分
頭
成
着
／
海
美
シ

／
午
後
四
時
四
十
二
分
別
府
著
／
河
岸
鶴
田
旅
館
著
／
電
話

４
６
０
保
養
院
長
宅
　
２
１
５
保
養
院
出
張
所
　
３
１
８
保

養
院
長
宅
（
中
略
）
別
府
ノ
町
ヲ
散
歩
／
可
哀
ラ
シ
イ
娘
が

「
新
菊
ア
ョ
イ
カ
イ
、
新
菊
ア
ョ
イ
カ
イ
」
ト
振
レ
テ
歩
ル

ク
／
長
崎
ノ
「
ト
ー
ラ
ゴ
買
ヘ
マ
ッ
シ
ー
ン
カ
イ
ー
」
　
「
ク

リ
ク
ヮ
エ
ー
ク
ヮ
ト
ー
」
ト
差
別
ア
リ
テ
面
白
シ
、
別
府
ハ

の
も
あ
り
、
ま
た
他
の
「
手
帳
」
の
記
事
と
重
複
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
が
、
大
正
八
年
か
ら
始
ま
っ
て
昭
和
二
十
五
年
ま
で
、
医

学
関
係
の
メ
モ
、
書
物
の
摘
記
、
見
聞
し
た
こ
と
の
覚
書
、
講
演

を
聞
い
て
の
要
点
記
入
、
そ
の
折
々
の
関
係
者
の
住
所
を
記
し
た

り
し
て
変
化
極
ま
り
な
い
。
「
手
帳
」
に
よ
っ
て
は
歌
の
初
案
を

記
し
、
推
敲
の
あ
と
も
残
し
て
、
茂
吉
を
知
る
上
で
は
不
可
欠
の

資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
つ
ゆ
じ
も
」
に
は
他
の
歌
集
と
違
っ
て
詳
細
な
詞
書
を
随
所

に
付
七
て
い
る
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
右
「
手
帳
」
一
か
ら
四
を
も

と
に
纏
め
ら
れ
た
（
「
手
帳
」
の
番
号
は
年
代
順
に
配
列
し
て
全

集
編
集
者
で
付
し
た
も
の
で
あ
る
）
。

　
別
府
で
の
歌
は
、
歌
集
の
最
初
か
ら
数
え
て
四
七
五
首
目
と
六

首
目
の
次
の
二
首
で
あ
る
。

あ
た
た
か
き
海
辺
の
街
は
春
菊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
既
に
売
り
あ
り
く
霞
は
遠
し

鳥
の
音
も
海
に
し
ば
嗚
く
港
町

　
　
　
　
　
　
　
　
’
湯
い
づ
る
町
を
二
た
び
過
ぎ
つ

こ
の
作
の
前
に
次
の
詞
書
が
入
る
。



何
と
な
し
湯
町
の
し
づ
け
さ
無
く
、
共
進
会
に
て
粗
野
の
風

辰
ギ
レ
ル
ニ
コ
ノ
売
人
ノ
振
声
ヲ
キ
ヽ
ハ
ジ
メ
テ
心
和
ム
ヲ

感
ズ
。
／
雨
フ
リ
テ
地
獄
め
ぐ
り
出
来
ズ
　
音
原
の
滝
遠
ク

ニ
見
ゆ
／
海
鳥
／
１
９
円
４
０
銭
　
高
浜
マ
デ
汽
船
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
公
開
の
意
思
の
な
い
手
記
の
た
め
、
片
仮
名
、
平
仮
名
混
交
し
、

当
て
宇
も
あ
る
が
、
振
売
の
声
に
注
意
を
向
け
て
書
き
取
る
と
こ

ろ
な
ど
如
何
に
も
茂
吉
ら
し
い
。

　
　
「
手
帳
」
の
記
述
と
歌
集
と
の
関
係
で
は
、
行
動
し
た
主
軸
の

部
分
を
詞
書
に
し
、
茂
吉
の
心
に
響
き
感
銘
を
与
え
た
事
柄
は
歌

と
し
て
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
「
あ
た
た
か
き
海
辺
の
街
は
」
の
｝
首
は
、
「
手
帳
」
の
「
可

哀
ラ
シ
イ
娘
が
・
：
」
の
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
、
茂
吉
の
代
表
作

で
は
決
し
て
な
い
が
、
各
句
の
続
き
具
合
も
自
然
で
、
平
淡
な
表

現
の
な
か
に
大
正
頃
の
別
府
の
「
海
辺
の
街
」
の
感
じ
が
出
て
い

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
特
に
四
句
か
ら
五
句
へ
の
展
開
は
、
歌

集
「
あ
ら
た
ま
」
最
後
の
歌
で
、
長
崎
医
専
教
授
に
赴
任
し
て
間

も
な
い
大
正
六
年
十
二
月
の
次
の
作

朝
あ
け
て
船
よ
り
鳴
れ
る
太
笛
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
だ
ま
は
な
が
し
並
み
よ
ろ
ふ
山

　
の
「
こ
だ
ま
は
な
が
し
」
と
、
少
し
呼
吸
を
置
い
て
「
並
み
よ

ふ
山
」
へ
と
展
開
し
て
い
く
手
法
に
通
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
「
手
帳
」
中
の
「
新
菊
」
は
作
歌
に
当
っ
て
は
「
春
菊
」
と
改

め
ら
れ
た
。
な
お
、
長
崎
で
聞
い
て
い
た
「
ト
ー
ラ
ゴ
買
ヘ
マ
ッ

シ
ー
ン
カ
ィ
ー
」
の
「
ト
ー
ラ
ゴ
」
は
海
鼠
の
こ
と
。
北
海
部
郡

で
も
同
じ
く
ト
ー
ラ
ゴ
と
呼
ぶ
こ
と
は
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に

見
え
る
。
長
崎
在
住
の
ア
ラ
ラ
ギ
会
具
有
江
喜
重
郎
氏
に
お
尋
ね

し
た
と
こ
ろ
、
実
際
は
「
ト
ー
ラ
ゴ
カ
イ
マ
ッ
シ
ェ
ー
ン
カ
イ
」

（
傍
点
佐
藤
）
と
言
う
が
、
茂
吉
は
東
北
人
で
あ
る
か
ら
長
崎
弁

を
正
し
く
文
字
化
す
る
の
が
国
難
で
な
か
っ
た
か
と
言
わ
れ
、

「
ク
リ
ク
ヮ
エ
ー
ク
ヮ
ト
ー
」
も
「
栗
買
ワ
ン
ヘ
ェ
ー
　
旨
カ
ト
ー
」

（
「
栗
買
い
ま
せ
ん
か
。
旨
い
で
す
よ
。
」
）
　
の
聞
き
誤
り
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
（
鳥
の
音
ｋ
）
海
に
し
ば
鳴
く
」
の
作
は
、
「
手
帳
」
で
は
た
だ

「
海
鳥
」
と
記
し
た
そ
の
こ
と
を
契
機
と
し
、
そ
れ
に
題
詞
の

「
大
正
八
年
夏
一
た
び
来
り
き
」
と
が
連
係
し
あ
っ
て
一
首
と
な
っ

53-



た
。
上
句
に
は
今
の
よ
う
な
埋
立
に
な
る
前
の
北
浜
海
岸
の
状
景

が
出
て
い
る
。
そ
れ
に
繋
が
っ
て
下
句
に
は
主
観
的
な
言
葉
を
挟

ま
な
い
だ
け
に
、
作
者
の
気
持
が
却
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
こ
れ
で
捨
て
難
い
作
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
八
年
来
別
の
題
詞

の
記
述
は
、
「
つ
ゆ
じ
も
」
後
記
の
「
大
正
八
年
に
は
同
僚
知
人

と
共
に
熊
本
に
遊
び
そ
れ
か
ら
阿
蘇
に
の
ぼ
り
、
別
府
へ
抜
け
る

旅
を
し
、
」
と
あ
る
箇
所
と
結
び
つ
く
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
記

録
は
、
茂
吉
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
直
前
の
大
正
十
三
年
暮
の

火
災
で
消
失
し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
茂

吉
の
「
手
帳
」
一
か
ら
四
ま
で
の
四
冊
は
、
留
学
す
る
際
に
一
緒

に
持
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
た
め
火
難
か
ら
免
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

　
　
　
　
三

　
　
「
つ
ゆ
じ
も
」
収
載
の
歌
の
制
作
経
過
を
み
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

　
Ａ
、
ア
ラ
ラ
ギ
の
ほ
か
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
し
た
歌
（
主
と
し

　
　
て
大
正
九
年
の
終
り
ま
で
に
作
ら
れ
た
歌
が
入
る
。
）

　
Ｂ
、
「
手
帳
」
の
中
か
ら
昭
和
十
五
年
八
月
の
編
集
時
に
取
入

　
　
れ
ら
れ
た
歌
。

　
　
①
　
「
手
帳
」
に
記
し
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま
収
め
た
歌
。

　
　
②
　
「
手
帳
」
中
の
歌
を
改
作
し
た
も
の
。
ま
た
は
歌
の
Ｉ

　
　
　
部
を
書
い
て
い
る
の
を
一
首
に
仕
上
げ
た
も
の
。

　
　
③
　
「
手
帳
」
中
の
記
述
を
も
と
に
新
た
に
作
歌
し
た
も
の
。

「
つ
ゆ
じ
も
」

の
一
首
毎
に
初
出
を
調
べ
、
「
手
帳
」
を
検
討
し

て
み
る
と
、
別
府
の
二
首
を
含
む
「
長
崎
を
去
り
東
上
」
の
題
目

の
も
と
の
十
九
首
は
、
右
の
Ｂ
の
③
に
入
る
作
で
あ
る
。

　
何
れ
に
し
ろ
、
二
十
年
前
に
来
訪
し
た
こ
と
を
想
起
し
て
、
そ

の
当
時
の
如
く
描
い
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
別
府
の
印
象
が
深
か
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
大
正
十
年
二
月
、
精
神
病
学
研
究
の
た
め
オ
ー
ス
ト
リ
ア
及
び

ド
イ
ッ
ヘ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
長
崎
医
専
の
教
授

を
辞
し
、
東
京
青
山
の
自
宅
へ
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が

「
長
崎
を
去
り
東
上
」
で
あ
る
。
三
月
十
六
日
に
長
崎
を
発
ち
、

博
多
、
小
倉
を
経
て
別
府
。
そ
の
あ
と
船
で
高
浜
へ
到
り
、
松
山
、

琴
平
、
高
松
。
そ
し
て
中
国
に
上
陸
し
て
岡
山
、
神
戸
、
大
阪
、

奈
良
、
京
都
、
米
原
と
経
て
三
月
三
十
日
に
帰
宅
し
て
い
る
。

　
右
の
地
名
は
、
上
掲
の
別
府
に
お
け
る
様
子
を
記
し
た
と
同
様

の
詳
し
い
詞
書
が
続
い
て
い
る
そ
れ
を
辿
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、

54-



訪
れ
た
各
地
で
は
旧
知
の
人
々
に
会
い
、
医
学
部
や
医
専
の
あ
る

所
で
は
そ
こ
の
教
授
を
訪
ね
、
教
室
を
参
観
し
て
い
る
。
大
正
十

年
当
時
、
茂
古
は
四
十
歳
で
、
留
学
す
る
に
は
晩
学
の
感
じ
も
す

る
が
、
大
正
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
次
大
戦
で
留
学
の
機
会
を

逸
し
た
こ
と
も
遅
れ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
だ
が
、
留
学
す
る

に
当
っ
て
は
＋
分
の
用
意
を
し
、
相
応
の
成
果
を
収
め
た
い
意
欲

は
相
当
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
は
こ
の
後
に
続
く
「
手
帳
」
に

も
明
か
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
帰
京
の
途
次
、
医

学
関
係
の
人
々
や
施
設
を
訪
問
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
前
掲
「
つ
ゆ
じ
も
」
詞
書
中
の
「
保
養
院
長
島
潟
博
士
訪
問
、

博
士
は
大
学
同
窓
也
。
」
と
あ
る
の
は
、
島
潟
豊
博
士
で
、
東
大

医
学
部
を
明
治
四
十
二
年
に
卒
業
し
た
（
茂
古
は
卒
業
試
験
時
、

腸
チ
フ
ス
に
預
り
、
卒
業
は
翌
年
に
な
っ
た
。
）
今
の
朝
見
二
丁

目
の
市
営
住
宅
に
な
っ
て
い
る
所
に
大
正
三
年
一
月
、
壮
大
な
結

核
療
養
所
島
潟
保
養
院
を
開
設
し
た
。
「
朝
見
の
山
を
背
に
前
面

が
開
け
た
地
に
な
っ
た
こ
の
療
養
所
は
、
た
ち
ま
た
評
判
と
」

（
「
大
分
の
医
療
史
」
昭
和
五
十
五
刊
、
五
一
七
頁
）
な
っ
た
こ

と
な
ど
を
知
っ
て
い
て
、
こ
こ
を
訪
問
し
た
の
が
茂
古
来
別
の
主

目
的
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
　
　
　
四

　
右
の
「
長
崎
を
去
り
東
上
」
の
中
で
、
神
戸
に
立
寄
っ
た
こ
と

を
記
し
た
詞
書
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
中
村
憲
吉
と
会
っ
て
い
る
。

　
憲
吉
も
茂
吉
と
共
に
伊
藤
左
千
夫
の
門
で
、
ア
ラ
ラ
ギ
創
立
の

時
か
ら
作
歌
に
励
ん
で
き
た
仲
で
あ
る
。
寡
作
な
が
ら
同
じ
写
実

短
歌
で
あ
っ
て
も
、
憲
吉
の
作
は
茂
吉
と
色
合
い
が
違
い
、
着
実

で
紬
か
く
鋭
い
面
が
あ
る
。
人
生
体
験
を
重
ね
る
と
と
も
に
歌
風

も
深
化
し
、
人
生
の
真
相
に
迫
り
、
哀
韻
の
溶
み
出
た
秀
歌
を
残

し
た
。
近
代
短
歌
の
上
で
は
忘
失
し
難
い
存
在
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
「
中
村
憲
古
全
集
」
の
年
譜
（
第
三
巻
所
収
）
を
み
る
と
、
昭
　
　
5
5

和
二
年
言
一
十
九
歳
゛
　
コ
月
末
福
岡
市
西
南
学
院
主
催
の
九
州
　
　
　
一

専
門
学
校
短
歌
大
会
に
出
席
し
、
帰
路
、
耶
馬
渓
、
別
府
に
遊
ぶ
。
」

と
あ
る
。

　
当
時
、
憲
吉
は
大
阪
毎
日
新
聞
経
済
部
の
記
者
を
辞
め
て
、
広

島
県
双
三
郡
布
野
村
の
生
家
に
帰
り
、
家
業
の
酒
遺
業
に
携
わ
っ

て
い
た
。
別
府
を
訪
れ
る
ま
で
を
「
日
記
」
　
（
全
集
第
三
巻
）
で

み
る
と
、
一
月
二
十
日
に
初
め
て
そ
の
記
事
が
み
え
て
次
の
よ
う

に
あ
る
。

　
　
昨
日
よ
り
降
り
し
雪
七
寸
位
た
ま
る
。
福
岡
旅
行
の
こ
と
に



　
つ
き
、
地
図
、
時
間
表
出
し
て
し
ら
べ
な
ど
す
。
地
理
歴
史
の

　
案
内
に
く
ら
き
故
、
旅
程
定
ま
り
難
し
。
宇
佐
、
太
宰
府
、
耶

馬
渓
、
別
府
は
必
ず
行
か
む
と
思
ふ
。
石
仏
に
も
行
き
た
し
。

（
以
下
略
。
こ
の
後
の
引
用
も
含
め
て
傍
点
は
原
文
の
ま
ま
）

　
実
際
に
布
野
出
発
し
た
の
は
一
月
二
十
八
日
で
、
同
夜
は
広
島

に
一
泊
。
二
十
九
日
は
下
関
に
宿
り
、
三
十
日
に
前
出
の
年
譜
に

記
す
歌
会
に
出
席
し
、
同
夜
博
多
泊
。
翌
三
十
一
日
は
「
西
南
学

院
の
講
演
を
頼
ま
れ
て
腹
案
も
な
く
や
る
。
甚
だ
い
や
也
。
」
な

ど
記
し
て
お
り
、
や
は
り
博
多
泊
。
二
月
一
日
の
記
事
は
欠
き
、

二
日
、
三
日
は
中
津
の
田
原
広
治
宅
へ
泊
り
、
四
月
に
い
よ
い
よ

別
府
に
来
て
い
る
が
、
「
日
記
」
で
そ
の
部
分
は
「
夜
別
府
に
つ

く
、
日
名
子
旅
館
に
と
ま
る
。
」
と
あ
る
。

　
翌
二
月
五
日
の
と
こ
ろ
を
前
文
記
せ
ば
、

○
別
府
大
分
に
雪
あ
る
は
珍
ら
し
と
云
ふ
。
朝
砂
場
を
浴
ぶ
。

大
分
連
隊
瓜
生
君
と
の
電
話
、
交
渉
悪
し
。
当
方
よ
り
出
向
く
。

○
大
分
連
隊
に
て
外
出
際
（
小
生
に
遇
ひ
に
）
の
瓜
生
君
と
会

ふ
。
○
自
動
車
を
傭
ひ
歩
く
所
、
大
友
館
跡
（
感
ふ
か
し
）
、

石
仏
、
大
臣
塚
、
城
、
瓜
生
君
の
威
徳
寺
の
松
。
○
夕
共
に
別

府
に
帰
り
地
獄
巡
り
。
○
夜
ア
サ
リ
、
丸
山
君
（
女
）
来
る
。

右
の
「
大
分
連
隊
瓜
生
君
」
と
は
、
大
分
市
勢
家
町
威
徳
寺
の

故
瓜
生
繊
維
氏
の
こ
と
で
、
当
時
は
見
習
士
官
と
し
て
大
分
連
隊

に
入
っ
て
い
た
。
大
正
九
年
に
ア
ラ
ラ
ギ
に
入
会
し
て
い
る
か
ら

県
下
で
は
最
も
古
い
会
員
で
あ
っ
た
。
中
村
憲
吉
の
選
を
受
け
て

い
た
代
表
の
丁
人
で
あ
る
。

　
別
府
到
着
の
様
子
は
、
同
日
発
信
治
を
「
別
府
日
名
子
旅
館
よ

り
」
と
し
て
、
福
岡
の
児
島
善
一
郎
へ
送
っ
た
絵
葉
書
に
も
記
さ

れ
て
お
り
（
全
集
第
四
巻
　
書
翰
三
五
九
）
　
　
「
四
日
天
雅
堂

（
中
津
）
、
宇
佐
を
廻
り
昨
夜
別
府
着
、
今
日
は
大
分
に
行
き
見

物
し
、
在
営
中
の
兵
、
瓜
生
君
を
訪
問
し
た
く
存
じ
居
り
候
。
」

と
あ
る
。

　
憲
吉
を
案
内
し
た
こ
と
は
瓜
生
氏
が
後
年
著
し
た
「
感
慕
泉
」

（
昭
和
四
十
六
年
刊
）
の
「
郷
土
を
訪
ね
た
歌
人
た
ち
」
に
詳
細

に
記
し
て
い
る
。
「
日
記
」
中
の
石
仏
は
大
分
市
元
町
の
石
仏
で
、

時
間
に
縛
ら
れ
る
こ
と
の
大
き
い
兵
役
に
あ
る
身
で
は
、
臼
杵
の

石
仏
ま
で
案
内
す
る
こ
と
は
無
理
と
判
断
し
た
模
様
で
あ
る
。
ま
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た
、
海
地
獄
で
憲
吉
は
ハ
ン
カ
チ
に
歌
を
書
き
、
そ
れ
を
温
泉
染

に
し
た
の
を
瓜
生
氏
へ
与
え
た
が
、
昭
和
二
十
年
七
月
の
戦
災
で

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
日
記
」
に
「
○
夜
ア

サ
リ
、
丸
山
君
（
女
）
来
る
」
と
あ
る
の
は
、
一
時
ア
ラ
ラ
ギ
会

員
で
あ
っ
た
浅
利
良
遺
と
丸
山
待
子
の
二
人
で
あ
る
。
な
お
、
か

つ
て
瓜
生
氏
か
ら
直
接
聞
い
た
こ
と
だ
が
、
日
名
子
旅
館
で
は
風

采
の
余
り
目
立
た
な
い
投
宿
者
が
、
後
刻
、
広
島
県
の
多
額
納
税

者
で
歌
で
高
名
な
中
村
憲
吉
と
知
っ
て
、
大
慌
て
で
上
室
に
変
わ
っ

て
も
ら
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
昭
和
二
年
は
、
憲
吉
の
歌
集
で
は
「
軽
雲
集
」
の
時
期
に
当
り
、

同
年
作
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
七
十
五
首
中
に
は
別
府
に
関
す

る
歌
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
全
集
の
「
補
遺
」
に
は
、
昭
和
二
年

の
作
三
首
を
収
め
て
い
る
が
、
別
府
で
作
歌
し
た
も
の
で
は
な
い
。

海
地
獄
で
ハ
ン
カ
チ
に
書
い
た
歌
が
或
い
は
別
府
で
の
作
か
と
思

わ
れ
も
す
る
が
、
自
作
を
手
紙
や
日
記
に
書
い
た
り
す
る
こ
と
を

特
に
戒
め
、
歌
に
対
し
て
厳
格
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
憲
吉
が
、

即
席
に
一
首
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
は
先
ず
考
え
ら
れ
ず
、
や
は

り
自
己
の
旧
作
を
書
い
た
も
の
と
み
た
い
。

　
図
は
「
斎
藤
茂
吉
全
集
　
第
二
十
七
巻
」
所
収
「
手
帳
四
」
の

鶴
田
旅
館
に
宿
り
、
鳥
潟
保
養
院
を
訪
問
し
た
記
録
の
余
白
に
記

し
た
も
の
の
転
載
。
別
府
桟
橋
を
出
港
し
た
船
上
か
ら
鶴
見
岳
、

伽
藍
岳
・
高
崎
山
（
下
）
を
望
み
、
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

つへ
づ
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